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株式会社⼭⼝フィナンシャルグループ 2026 年 6 ⽉ 22 ⽇ 

YMFG グリーン預⾦フレームワーク  サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト︓⽥中 ⿇実 

 

格付投資情報センター（R&I）は山口フィナンシャルグループの YMFG グリーン預金フレームワーク（2026 年 6

月策定）が、以下の原則の趣旨に準じるものであることを確認した。 

 

 

■資金使途 

事業区分 適格クライテリア 

再生可能エネルギー 

以下に示す再生可能エネルギー発電事業（新規および既存事業）向け融資 

i. 太陽光発電 

ii. バイオマス発電（持続可能、または廃棄物由来の原料に限る） 

iii. 風力発電 

iv. 地熱発電 

v. 水力発電（発電容量 25MW 未満の事業に限る） 

vi. 蓄電池 

グリーンビルディング/ 

エネルギー効率 

以下に示す認証を取得した、もしくは取得予定の①新規建物の建築・購入、また

は②既存建物の修繕・改築に関する事業向け融資 

（環境配慮物件） 

i. LEED: Gold 以上 

ii. BREEAM: Excellent 以上 

iii. CASBEE: A ランク以上 

iv. DBJ Green Building: 4 つ星以上 

v. BELS: エネルギー消費性能レベル 5 以上 

vi ZEB/ZEH、Nearly ZEB/ZEH、ZEB/ZEH Ready および ZEB/ZEH Oriented 

（高い省エネ性能を有する住宅） 

vii. BELS:エネルギー消費性能レベル 3 以上かつ断熱性能レベル 5 以上 

viii. ZEH（ZEH 水準含む） 

ix. LCCM 住宅 

x. 認定低炭素住宅 

xi. 長期優良住宅（2022 年 10 月以降の新基準対応物件に限る） 

xii. 性能向上計画認定住宅 

グリーンボンド原則（2025、ICMA） 
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■オピニオンの位置付け 

グリーンボンド原則は預金商品を想定して策定されたものではないため、同原則への適合性評価をグリーン預

金フレームワークではできない。一方、預金の受け入れはグリーンボンド発行による資金調達に相当するという整

理の下、本フレームワークはグリーンボンド原則の各要素「調達資金の使途」「プロジェクトの評価及び選定のプロセ

ス」「調達資金の管理」「レポーティング」で求められる特徴を持つと確認できた。したがって R&I は本フレームワー

クがグリーンボンド原則の趣旨に準じるものであると判断した。 

 

1. 山口フィナンシャルグループの概要 

 山口フィナンシャルグループ（以下山口 FG）は山口銀行を中核にもみじ銀行、北九州銀行等で構成する地

域金融グループ。銀行業務を中心に、証券業務、クレジットカード業務、リース業務、コンサルティング業務等

を展開する。山口県における市場地位は非常に高く、広島県では最大手に次ぐシェアを有する。市場規模の

大きい福岡県では、北九州市を中心に業容を拡大している。 

 持株会社に経営企画・管理機能を集約して効率性を追求しつつ、傘下銀行が地域特性に応じた営業戦略

を展開することで、各地域における市場地位の維持・向上を図っている。その上で山口・広島・北部九州を広

域ネットワークで結び、グループの総合力を活かすことで地域経済活動の基盤整備を図り、企業の持続可能

性を支援している。 

 山口 FG は「地域の豊かな未来を共創する」を使命・存在意義（パーパス）に掲げ、将来のあるべき姿（ビジョ

ン）として「地域に選ばれ、地域の信頼に応える、地域価値向上企業グループ」を目指している。その意思を

グループ全体で共有できるものとして「グループサステナビリティ方針」を策定し、当方針に基づく事業活動を

通じて地域の発展と未来づくりに邁進している。 

■山口 FG パーパス・ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：山口 FG ウェブサイト] 
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■グループサステナビリティ方針 

 

 山口 FG は持続可能な社会の実現に貢献するために、特に重点的に取り組む ESG 課題として 12 項目の

「マテリアリティ」を特定し、特に重要な課題に対してはサステナビリティ目標を策定している。2025 年 4 月よ

りスタートした「YMFG 中期経営計画（2025 年度～2029 年度）」では、マテリアリティを踏まえた施策を設定

し、計画の達成に向けて取り組むことで山口 FG と地域のサステナビリティ向上を目指している。 

 

■マテリアリティ 

[出所：山口 FG ウェブサイト] 

※1 2022 年度～2031 年度累計実行額 
※2 対象は Scope1、2 
※3 2022 年 11 月に公表した「2030 年度までに CO₂排出量（Scope1、2）ネットゼロ」という中長期目標に対し、「YMFG 中期 

経営計画（2025 年度～2029 年度）」においては、同目標を 1 年前倒しで達成することを指向 

[出所：山口 FG ウェブサイト] 

 投融資においては、環境・社会に負の影響を与える可能性のある特定セクターへの投融資に関して「環境・

社会に配慮した投融資方針」を定め、環境・社会への影響の低減・回避に努めている。 

私たちは、地域の皆さまと共に歩み、共に成長するため、 

様々な事業活動を通じて、多様な課題の解決に取り組み、 

地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 
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■環境・社会に配慮した投融資方針 

[出所：YMFG 統合報告書 2025] 

 山口 FG の営業エリアにおける地元経済は、産業部門の中でも CO₂排出量の多い鉄鋼・化学など素材産業

や輸送機械の加工・組立など製造業が主要産業であり、国や海外の規制動向および地域企業のカーボンニ

ュートラルへの取り組み動向に大きく影響を受ける。かかる環境下、山口 FG は地域のカーボンニュートラル

実現に向け果たすべき役割・期待が増大しているとの認識のもと、グリーン預金による資金調達を地域の発

展と未来づくりのための資金調達と位置付けている。これは山口 FG が掲げる使命・存在意義（パーパス）や

将来のあるべき姿（ビジョン）等の経営方針と合致する。 

 

2. 調達資金の使途 

調達資金の使途として示された対象プロジェクトは明確な環境改善効果をもたらす。調達資金の使途は適切で

ある。 

(1) 対象プロジェクト 

 本グリーン預金による調達相当額は本オピニオン 1 ページに記載の適格クライテリアを満たすプロジェクトの

新規及び既存融資に充当される。調達資金の全部または一部を既存の融資案件に充当する場合、該当す

るグリーンプロジェクトの開始から遡って原則 3 年以内に実行された融資案件を対象とする。 

 資金使途は、グリーンボンド原則で例示されている事業区分「再生可能エネルギー」「グリーンビルディング」

「エネルギー効率」に該当する。 

(2) 環境改善効果 

・  適格クライテリアは再生可能エネルギー及びグリーンビルディング/エネルギー効率に関する事業である。適

格プロジェクトへの融資は CO2 排出量の削減をもたらすと見込まれる。 

＜SDGs への貢献＞ 

 本グリーン預金から充当される適格プロジェクトは 「7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに」 「13. 気候

変動に具体的な対策を」 に貢献すると位置付けられる。 
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3. プロジェクトの評価及び選定のプロセス 

環境面での目標、規準、プロジェクトの評価・選定のプロセス、環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロ

セスが示されている。プロセスは、環境・社会に配慮したプロジェクトを選定するように定められている。評価・選定

のプロセスは適切である。 

(1) 環境面での目標 

 本グリーン預金の環境面での目標は「気候変動の緩和」である。 

(2) 基準・外部認証 

 適格クライテリアは山口 FG が策定した「グループサステナビリティ方針」に基づいて特定された重要課題の

「環境保全への取り組み」に整合するものとして設定されている。具体的な適格基準は本オピニオン 1 ページ

に記載の適格クライテリアの通り。 

 

(3) 評価・選定の判断を行う際のプロセス 

 適格クライテリアの設定および適格クライテリアと山口 FG のグループサステナビリティ方針、マテリアリティなら

びにサステナブルファイナンス目標等との適合性の確認は、グリーン預金による資金調達を主管し、預金に

関する業務の統括部署である営業戦略部が実施した。 

 適格プロジェクトは営業戦略部が選定し、総合企画部が適格性を確認して資金充当するプロジェクトを決定す

る。 

(4) 環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロセス 

 山口 FG では環境・社会に重大なリスクまたは負の影響を与える可能性が高い投融資について「環境・社会

に配慮した投融資方針」を定め、同方針に基づき対応している。 

 グループ銀行における融資審査においては、各種法令等の順守や環境・社会への影響に配慮することで環

境・社会へ与える影響の低減・回避に取り組むこととしている。 

 

4. 調達資金の管理 

調達資金をグリーンプロジェクトに充当するための追跡管理の方法、未充当資金の運用方法が示されている。

調達資金の管理は適切である。 

 調達した資金は、半期毎に総合企画部が調達資金の充当状況を管理することとしている。 

 調達資金の全額が充当されるまでの期間や未充当資金が発生した場合は、現金又は現金同等物等にて管

理される。 
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5. レポーティング 

開示（報告）のタイミング、方法、開示（報告）事項が示されている。環境改善効果に係る指標は環境面での目

標に整合している。レポーティングは適切である。 

(1) 開示の概要 

 レポーティングの概要は以下の通り。 

 開示事項 開示タイミング 開示方法 

資
金
充
当
状
況 

 
· 適格クライテリアカテゴリー毎の充当額 

· 充当額に占めるリファイナンス額 

· 未充当額 

· グリーン預金の残高 

 

グリーン預金残高
が存在する間 

年 1 回 

山口 FG の 
ウェブサイト 

環
境
改
善
効
果 

 
実務上可能な範囲で以下の内容 
 
【再生可能エネルギー】 
太陽光発電/バイオマス発電/風力発電 
地熱発電/水力発電/蓄電池 
 
· 年間 CO2 排出削減量（t-CO₂）（理論値） 

【グリーンビルディング/省エネルギー性の高い建築物】 

· 対象物件数 

· 取得認証の種類および評価 

 大きな状況の変化があった場合、適時開示する。 

 

(2) 環境改善効果に係る指標 

 環境改善効果は、環境面の目標である「気候変動の緩和」に整合する定量指標として CO₂排出削減量(t-

CO₂)（理論値）で示される。 

 

        以 上
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